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「年 報97」 発 刊 に あ た って
総合理学研究所長 杉谷嘉則
総 合理 学研 究 所 「年 報'97」 が 刊行 の運 び と な りま した。 記 載 の 内容 ・様 式 は従 来通 りで す が 、
今 回 か ら新 た に 「研 究 レポー ト」 の部 を設 け ま した。本 年報 に は理 学 部 の紀 要 の よ うな役 割 を果 たす
こと を積極 的 に は謳 って お りませ んが 、 そ う した機 能 を盛 り込 む こ と も良い の では ない か と感 じて い
ます。 最 近 、 た と えば修 士 の研 究 発 表(卒 業研 究 発 表 も含 ど)てー)に 臨 んだ り、 あ るい はその 予稿 集 等
をみ るにつ け、理 学部 の研 究 活動 に もい ろい ろ多様 性 や奥行 きが感 ぜ られ るよ うに な って参 りま した。
これ らの発表 が いずれ 学 術論 文 につ なが ってい くこ とが理 想 です が 、必 ず しもすべ て そ うな る とは限
りませ ん。 その よ うな場 合 、 それ らの成果 が単 に卒 業論 文 ・修 士論 文 とい う形 で しまい込 まれ て しま
わ ずに 、何 らか の装 い が付加 され て、 よ り人 目 に触 れ る形 に印刷 化 され る こ とは意 義 あ る こと と思 わ
れ ます 。 この よ うな意味 で年 報 を もっ と積極 的 に活用 して よいの で は ないか 考 え ます。
さて 、以 下 は折 あ って研 究所 の あ ら ま しを簡 単 にメモ した もの で す。 フ ォー マル な もの で は あ りま
せ んが 、研 究所 の概 要 を手短 か につ か んで い た だ くに は便 利 か と考 え、 ここに再 録 させ て い ただ きま
す 。
【目的 お よび構成 】
(1)目 的
共 同研 究 の推 進 お よび広報 活動(規 程/¥の表現 とは 多少 異 な る)
(2)構 成
理 学部教 員、特 別 所 員 およ び客 員研 究 員
特 別 所 員 とは理 学部 教 授 で定 年 を迎 え られ た方 で あ り、 客 員研 究 員 とは本 学 の教 員で はな いが 、
一定 の研 究歴 もあ り、本 学 で の教-育研 究 に力添 え を願 っ てい る方 々 で ある。
【研 究所 の 活動 な ど】
(3)共 同研 究
研 究所 が推 進 す る 「共 同研 究」 は、 学科 あ るい は学部 間 に またが る形 で複 数 の研 究者 が グル
ー プ を組 み 、特 定 の テー マ につ き広 範 の シス テム で研 究 を進 め る もの で あ る。必 要 に よっ ては
学 外 あ るいは海 外 か らの研 究 者 を混 えた りもす る。
(4)広 報 活動
研 究所 が推 進 す る 「広報 活 動」 とは、研 究所 が 学 内 と学 外 の学 術 交流 の接 点 と して機 能 しよ
うとす る もの で あ る。 特 に、 大 学 か ら国 内タトに向 け て知 識 ・情 報 サ ー ビス を行 うこ とをホ ィン
トと して い る。
具 体 的 には、"フ ォー ラム"、"講習会"、"講 演 会"、"シ ンポ ジウ ム"等 を主催 あ るい は共 催 し
て い る。
(5)研 究 所=報(年=報)の 出版
研究 所 の活動 を 「年 報」 の形 で と りま とめ配 布 して い る。
内容 は、1事 業 報告 、II原・報、m研 究 レポ ー ト、IV共同研 究 成 果報.告、V所 員著作 リス ト、
そ の他 で あ る。
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【研 究 所 の将 来展 望 な ど】
(6)講 習会 の一 層 の 充実
これ まで 「湘 南ハ イテ クセ ミナー」 を年2回 の割 合 で 開催 して い る。 テー マ は"機 器分析 の
原理 と応 用"をIVと して い る。講 師 は、本 学教 授 、国立 大 学教 授 が担 当 し、受講 者 は神 奈 川、
東京近 辺 の各 種 会社 の比較 的若 い研 究者 が主 体 で ある。 受講 料 は大 学 に還 元 されて い る。好 評
の企 画 で あ り、将 来的 には、 テー マ の拡 大 、企 画 回数 増 、 の 方向 で検討 してい る。
この ほ か、 「包 装 フ ォー ラム」(年1回 、通 算9回 、主 催)、 「平 塚 シンポ ジ ウム」(年1回 、
通 算7回 、共 催)が 定 常的 な もの と して開催 されて い る。
(7)講 演会 、 シンポ ジ ウム等 の弾 力的 運用
基 本 的 に は、講演 会 もシ ンポ ジウ ム も年 度始 め に計 画 され た 予定 に従 って実施 され て い る。
しか しなが ら、時 と して 、年 度 中 ば に 当初 に予定 され た企 画 以外 の講 演会 、 ミニ学 会 等 を開催
す る必 要 に迫 られ る=事態 が発 生 す る。 しか もこれ らの事 態 は、特 定 の学科 ・分野 とい うよ りむ
しろ学科 間 に またが るよ うな領域 で しば しば発生 す る。 この よ うな際 に、研 究所 に与 え られ た
枠 を利 用 して これ を開催 す る ことが可能 とな る。研 究所 の持 つ この よ うな機 能 は、実 際的 便 宜
性 の面 で有意 義 で あ る。
昨年(1997)5月 、神 奈川 大学 主催 の 「ノー ベ ル化 学 賞受 賞 者講 演会 」 が 開催 され た。
この企 画 も当初 は研 究所 の企 画 と して スター トした もの で あ った。初 期 の段 階 で研 究 所 が弾 力
的 に対 応 し得 た こ とが、 その後 、 大 学全 体 の企 画へ と発 展 し得 た もの とい え る。
(8)人 材確保 の受 け皿 と して
既述(2)の よ うに、研 究 所 は、本 学 に と り有用 な人 材 を確 保 す る機 能 を有 して い る。特 別
所 員 も客 員研 究 員 も本 研 究所 を通 じて、神 奈川 大 学 に結 ば れ て お り、教 育 ・研 究相 談 、 大型 装
置 の有 効 管理 な ど を通 じて 、本 学 に 寄与 して い ただ いて い る。
(9)理 学部 、 工 学部 の教職 員か ら 「ハ イテ クセ ンター(仮 称)」 設置 の要 望 が起 こ され てい る。 本
「総 合理 学研 究所」 の有 す る機 能 と通 じる もの が あ り、発 展 的拡 充 を視野 に入 れ る必要 が あ ろ
う。
(10)知的所 有権 の申請 と活用 の ため の受 け皿 となる こ と。
(11)企業 か らの受 託研 究 の 窓ロ
以 上
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